
 

 
 

2022 年 5 月 13 日 

各 位 

会 社 名  阪急阪神ホールディングス株式会社 

代表者名  代表取締役社長 杉山 健博 

（コード番号 9042 東証プライム） 

問合せ先  グループ経営企画室 経理部長 上戸 健司 

（TEL．06－6373－5013） 

 

2022 年 3 月期通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2022 年 1 月 31 日に公表しました 2022 年 3 月期通期（2021 年 4 月 1日～2022 年 3 月 31 日）の連結業績予

想と本日公表の実績値に下記のとおり差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022 年 3 月期通期連結業績予想と実績値との差異（2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日） 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 
（2022 年 1月 31 日） 

百万円 

750,000 

百万円 

36,000 

百万円 

31,000 

百万円 

15,000 

円 銭 

62.25 

実 績 値  （Ｂ） 746,217 39,212 38,450 21,418 88.89 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △3,782 3,212 7,450 6,418 － 

増 減 率（ ％ ） △0.5 8.9 24.0 42.8 － 

（ご参考）前期実績 

（2021 年 3 月期） 
568,900 2,066 △7,623 △36,702 △151.72 

 

２．差異の理由  

 2022 年 3 月期通期（2021 年 4 月 1日～2022 年 3 月 31 日）における当社グループの営業利益につきまし

ては、旅行事業において宿泊療養施設の管理運営業務など旅行以外の事業における受注が想定を上回ったこ

とや、グループ全体でコスト削減に取り組んだこと等により、前回発表予想を上回りました。 

 また、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、営業利益の増益に加え、持分法に

よる投資利益が増加したこと等により、それぞれ前回発表予想を上回りました。 

 

以 上 

 


